
FAX申込書（第1回 木育・森育楽会） 048-858-3229（木育・森育楽会事務局）

東京大会に先駆けて、熊本にて地方大会を開催します。
木や森の教育に関心を持ち行動しようとする方々の事例発表が
行われ、お昼には木育体験も開催されますので、初めての方も木の
ものづくりが楽しめる内容となっております。

木育という
言葉が生

まれて11
年、全国に

多くの木育
・森育

プレイヤ
ーが生ま

れ、いまや
自治体や

企業を巻
き込んで

大きな潮流
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でき、すべ
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、懐の深さ
を持つ活動
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う2日間を
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木育・森育楽会実行委員会
公益財団法人 木材・合板博物館
林野庁＊、東京都＊、埼玉大学教育学部＊、岐阜県立森林文化アカデミー＊、認定NPO法人日本グッド・トイ委員会、(一社）日本木材学会、(一社）全国木材組合連合会＊、
(公社）日本木材加工技術協会＊、（一社）日本森林技術協会＊、（一社）全国森林レクリエーション協会、日本木材青壮年団体連合会＊、（公社）国土緑化推進機構、
木育全国生産者協議会＊、木育ファミリー＊、DIY協会＊、日本合板工業組合連合会＊、NPO法人チルドリン ＊印は後援予定です。

http://www.mokumori-gakkai.org/

持続可能な森林・林業・社会の実現に向けた木育・森育の役割

新木場タワー １F大ホール 及び 木材・合板博物館

2016.2.13 13:00～19:45（懇親会含む）土

14 9:10～15:30日

2日間

木育・森育楽会サイト

主 催

協 力

後 援

木育・森育楽会事務局 （NPO法人木づかい子育てネットワーク）

http://www.kizukonet.com/

お問い
合わせ mail@mokumori-gakkai.orgメール 070-5082-9027電 話

九州大会事務局・熊本大学教育学部田口研究室お問い
合わせ

taguchi@educ.kumamoto-u.ac.jpメール
096-342-2657電 話

FAX送付先

代表者のお名前

ご住所

ご所属 参加人数

人様

個

お弁当のご予約

＊お弁当は1,000円の予定

メールアドレスお電話番号

木育・森育は、今や全国に広がってい
ます。その内容も遊びから学び、経済活動
まで、フィールドも都市から森の中まで、
プレイヤーも子育て中のママから教育者、
企業人その他さまざまと、多岐にわたって
います。その情報を集め、整理し再発信
していくのがこの楽会の狙いです。

本楽会は、地域で孤軍奮闘して木育・森
育を行っている方、次のステージを目指
している方、とにかく人と出会って楽しみ
たい方が、集い、出会い、新たなつながり
を築き上げ、活動の輪を広げていくため
の場でもあります。

子どもたちや保護者の方、森や木のこと
を知らない一般の方に、正しい知識に基
づいて木育や森育、ひいては日本や世
界の森のことを指導できる指導者養成
の場でもあります。そのためのプログラム
の作成や研修事業も本楽会では行って
いきます。

木育・森育
楽会

大きな3つの柱

推進のための
ネットワーク構築！

全国各地の
情報が集まる！

木育・森育指導者
の養成！

木育・森育
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木材
産業 整備

保全

森
づくり
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林業
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文化
継承

豊かな森づくり木のある暮らし

第1回 木育
・森育楽会

九州大会開
催！！

2016.1.9 10:30～16:00
土

熊本県玉
名郡長洲

町大字長
洲2760

TEL：09
68 - 69-2

005

ながす未
来館

皆様お誘いの上ご来場ください

木育・森育楽会実行委員会主 催 熊本大学・長洲町・全国ものづくり塾共 催

◎当日スケジュールなどの詳細は「木育・森育楽会」サイト（http://www.mokumori-gakkai.org/）にて



受付・開場

来賓等挨拶
岡野 健 大会委員長／公益財団法人 木材・合板博物館 館長

日本人は何を選ぶのか？ 
その美意識を探ります。

今、ママたちの考える木育への意識は？
～ママのチカラで日本の森を元気に～

基調講演
「子どもの“からだと心”の現実と木育への期待」
保育・教育現場の先生や子育て中の父母の、
子どものからだや心への“実感”を出発点にした研究成果と、
子どものからだと心が求める木育への期待を紹介します。

全体会
楽会の楽しみ方をご説明します。

リレーディスカッション
「木育・森育の歴史～もっと木育・森育を！」①
リレー形式で、木育・森育が生まれた経緯、その動向をキーパーソンが語っていきます。

リレーディスカッション
「木育・森育の歴史～もっと木育・森育を！」②
リレー形式で、木育・森育の今、そして今後をキーパーソンが語っていきます。

分科会 1 「アート」

休憩

分科会 1・2／ワークショップ 1／学びの広場 1

休憩・会場セッティング
ナイトセッション／木育・森育コンサート＋＠
太田 真帆／ソプラノ歌手、MisaChi（みさち）／民謡（木こり歌）も歌えるシンガーソングライター
によるステージ。
有志によるスピーチなど企画盛りだくさん。
後半からは各地のお酒を屋台でおふるまい。皆さんと共に楽しむ時間となります。
※みんなで作る懇親会タイムです。各地の自慢の一品をお持ち込みください！

終了

12:30

オープニング13:00

13:20

13:50

14:20

15:25

休憩16:50

15:40

17:00

17:30

17:45

19:45

受付・開場

ポスターセッション
森育10件 木育10件程度

休憩

クロージングセレモニー
閉会の辞

閉会
アジェンダ、総括、表彰式・認定式

9:00

9:10

10:00

11:10

11:20

12:20 昼休み／ランチセッション 12:40～

13:30

14:40

15:00

15:30

〈コーディネーター〉

松井 勅尚
岐阜県立森林文化
アカデミー 教授

浅田 茂裕
木育・森育楽会 準備委員会 委員長／

埼玉大学 教授

〈出演〉

蒲生 美智代
NPO法人 チルドリン
代表理事

稲庭 彩和子（予定）
東京都美術館
アート・コミュニケーション
担当係長 学芸員

〈コーディネーター〉〈出演〉

ワークショップ 3

分科会 2 「子育て」

環境って何だろう？
～森に学ぶ暮らしのあり方～

分科会 4 「空間・環境」

木材の基礎講座
～木材を使って今よりちょっと豊かな生活～福島 計一

「共育工房IPPO」主宰、
ぎふ木育推進員

川上 素子
V.A.Nコーポレーション

馬場 清
認定NPO法人 
日本グッド・トイ委員会 
事務局長

野井 真吾
日本体育大学 教授

熊尾 美香
木育ファミリー運営委員／
北海道渡島総合振興局東部森林室主査・
元北海道水産林務部森林環境局
森林活用課木育推進グループ主査

田口 眞嗣
株式会社ON-WIPPS 代表取締役／
信州外あそびネットワーク 代表

山下 晃功
島根大学 名誉教授

石井 今日子
東京おもちゃ美術館
赤ちゃん木育事業部

４F シアタールーム会場

「あそび空間」や「おもちゃ」や「森林活動」に
何が加わると「木育」になるのか？

分科会 3 「遊びと健康」

楽しみながら木育の輪が
広がるポイントは？

まちを元気にする、デザイン、つながり、
そして変人

分科会 5 「ひとづくり」 分科会 6 「まちづくり」

森林基礎知識 ～森林の役割って？～　
河野 裕之 森林総合研究所 上席参事

田口 浩継
熊本大学教育学部
教授

若杉 浩一
パワープレイス
株式会社
シニアディレクター

津高 守
九州旅客鉄道株式会社
取締役
鉄道事業本部 副本部長
安全創造部長

辻 喜彦
合同会社アトリエT-Plus
建築・地域計画工房
代表

石田 達也
NPO法人
宮崎文化本舗 
代表理事

４F WSスペース会場

４F シアタールーム会場

４F WSスペース会場ワークショップ 2

学びの広場 2

学びの広場 3

ワークショップ 1
今さら聞けない森の話 ～日本と世界の森のしくみ～
荒木 祐二 埼玉大学教育学部 准教授

４F WSスペース会場

４F シアタールーム会場

学びの広場 1

142
日

132
土 タイムテーブル  〈1日目〉

タイムテーブル  〈2日目〉

モーニングセッション 1
「北海道の木育と木育マイスター」
～木育の10年は、これからの10年へ～

9:40 モーニングセッション 2
「森遊びで大切なこと。 〈意図する教育的要素〉」

「森の中で、木楽なトークを…“ロボ木ー”と“光合成”で！！」
～理科で学ばない、森の樹木で光合成と炭素固定～

木育を
語りたい方

、

つながりた
い方、

全員集合！

平成16年に北海道で生まれた木育。
強い発信力を持ったこの言葉と込められ
た想いが、多くの人の共感を呼び、日本中
に広がりつつあります。教育という枠では
とても収まりそうにない多様な取り組み、
そして多彩なアクターの参加によって、
木育はさらなる飛躍の時期を迎えている
といえるでしょう。
そして私たちは、木育とともに手を取り
合うべき森の教育者、実践家との連携の
もと、第１回木育・森育楽会を開催する
ことにしました。木に、森に、熱い想いを
かける仲間たちとともに、豊かな未来の
実現に向けて、「子育て」、「遊びと健康」、
「アート」、「ひとづくり」、「まちづくり」、
「空間・環境」の６テーマを軸に語り合え
ることを大いに期待しております。
我こそは木育人、森育人と思われる
全ての皆様の参加を是非ともお待ちして
おります。

求む木育人、森育人

当日は出入り自由です。また、飲食はホール内でのみ
可能です。

後半は参加自由の懇親会となります（実費を徴収
させていただきます）。各地の名産・名酒の差し入
れ大歓迎です。皆さんとともに盛り上げる時間とさ
せていただきたく、ご協力の程お願いいたします。

備　考

全国の森の活動に
かかわるママたち

ナイトセッションについて

ホール内に展示を兼ねたキッズスペースを設け
ますので、お子様連れのご参加もお待ちしており
ます。託児は行いませんので、保護者の方の責任
のもとにご利用をお願いします。

子 ど も 連 れ O K

132
土

会場近くには飲食店がほとんどございませんの
で、事前にお弁当のご予約を承ります。ご希望の
方は参加申し込み時に、お弁当もご予約くださ
い。当日精算とさせていただきます。
12:40からランチセッションを開催しますが、お弁
当を食べながら聴講できます。

昼食について142
日

木育・森育楽会のサイトからフォームにて、または裏面
FAX申込書にてお申し込みください。
http://www.mokumori-gakkai.org/

お申込み方法

「新木場」駅下車  徒歩約７分
・東京メトロ 有楽町線
→有楽町駅から約12分、池袋駅から約32分
・JR 京葉線
→東京駅から約９分、舞浜駅から約５分
・東京りんかい高速鉄道
→大井町駅から約15分

「新木場一丁目」バス停下車  徒歩約１分
・都営バス 木11甲
→東京メトロ 東西線 東陽町駅「2」のりば
　より乗車、約13分

お車でお越しの場合
首都高速湾岸線「新木場」出口より約３分
［駐車場のご案内］
・自転車/バイク
ビル敷地内線路側の立体駐車場１Ｆ部分
・自動車
１Ｆ外駐車場空きスペース
※ビル敷地内立体駐車場は契約車利用のみ

アクセス

電車

バス

自転車
バイク
自動車

東京都江東区新木場1-7-22住所

夢の島公園

砂町運河

首都高速湾岸線←東京方面 千葉方面→

新木場駅

新木場出口

バス乗り場

新木場
タワー

新木場一丁目
バス停

高広
木材

デイリー
ヤマザキ

株式会社
銘林

※停められる台数が限られますので、なるべく公共交通機関をご利用ください

分科会 3・4／ワークショップ 2／学びの広場 2

〈コーディネーター〉

〈出演〉

〈コーディネーター〉〈出演〉

〈コーディネーター〉〈出演〉

分科会 5・6／ワークショップ 3／学びの広場 3

〈コーディネーター〉 〈出演〉

荒木 祐二
埼玉大学教育学部
准教授

井上 真理子
森林総合研究所 
研究員

矢ケ崎 朋樹
国際生態学センター 
研究員

林業は木材を持続的に使うために森を育てる。
人は持続的な森を育てるために木を使う。
母親も林業家も、大工もデザイナーも、ボラン
ティアも教員も、実は一つの輪の中にいる。
全ての営みはつながっている。
そのつながりの場こそが
木育・森育楽会です。
このロゴマークは
それを表しています。

ロゴマークについて

第1回
 木育・森育楽会

新木場タワー １F大ホール 及び 木材・合板博物館

2016.2.13 13:00～19:45（懇親会含む）土

14 9:10～15:30日

開催要項
2日間

小林 大介 横浜国立大学教育人間科学部 准教授

※内容等は変更になる場合があります。 ※内容等は変更になる場合があります。


